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京都大学の現状	



一般的な教育学習情報環境	

実験室	

ゼミ室	
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各種アクセス手段に	  
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大学ポータル	  
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教務システム	  
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コース
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京都大学の現状	

教務システム	  
eポートフォリオ	  

システム	   コース管理	  
システム	  

•  “KULASIS”	  （学務部）	  
•  “教務情報システム”	  （情報部情報推進課）	

•  “学習支援システム”	  （情報環境機構）	

※3	  授業サポート機能（授業資料，レポート，授業連絡メール）	  
に関して	  KULASIS	  と一部機能重複	  
	  
※4	  ベンダー製品（WebCT	  Campus	  Edi9on	  8）からオープンソー
スソフトウェア（Sakai	  Collabora9on	  Learning	  Environment	  2.9）へ

移行予定（本年度中）	

•  なし	

※5	  思修館において計画あり	

※1	  現行教務情報システム導入時の歴史的経
緯により，共通教育用に開発・運用されていた	  
KULASIS	  を全学展開	  
	  
※2	  KULASIS	  はユーザインタフェース，教務情報

システムは業務処理，データ連携（手動）は密
に行われており問題なし	



「教育の情報化」関係組織	

IT企画室	

各種委員会	

情報環境	  
機構長	

情報環境整備委員会	   情報環境機構協議会	

高等教育研究開発推進機構	  
	  
	

高等教育研究	  
開発推進センター	

各部局	
各部局	

各部局	
各部局	

学術情報	  
ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ	

情報部	

情報化ｸﾞﾙｰﾌﾟ	  
(主査:	  小山田先生)	

情報化懇談会	  
(取りまとめ:田中先生)	

教育コン運用委員会	  
（委員長:喜多先生）	

遠隔教育運用委員会	  
(委員長:中村先生)	

ｻｲﾊﾞｰﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ	  
運用委員会（委員長:梶田）	

教育用計算機専門委員会	  
(委員長:田中先生)	

教育の情報化タスク
フォース（休眠中?）	

教育担当	  
理事	

学務部	

教育に関する事項	

情報に関する事項	

ｵｰﾌﾟﾝｺｰｽｳｪｱ運用委員会
（委員長:土佐先生）	



IT戦略からロードマップへ	

IT戦略	

教育支援	  
IT戦略	

研究支援	  
IT戦略	

事務支援	  
IT戦略	

情報基盤	  
IT戦略	

教育支援	
ロードマップ	  

研究支援	
ロードマップ	  

事務支援	
ロードマップ	  

情報基盤	  
ロードマップ	  



H27.4	 H31.4	H25.4	H24.4	 H26.4	 H29.4	H28.4	 H30.4	

	  Web系サービス	  

学生用端末（情報工学・情報学）	

学生用端末（教育コン，5年）	

教育用サーバ整備・
集約	  

端末系・	  
ＣＡＬＬの整備	

アプリケーション	  
ソフトウェア	  	  

教育用汎用コン	共同利用汎用コンVM	

リソースの専有化・共有化・増強	
間借り状態	  	  

リソース共有なし	

システムの	  
合同調達	

リソースの増強，運用の効率化	  

情報学	
情報工学	

Sakai	  CLE	WebCT	

KULASIS	 機能重複解消	

専門教育用アプリケーションソフトウェア	  

映像収録・蓄積・配信	  映像収録・蓄積・配信	  

専門教育用	  
アプリケーション	  

ソフトウェア	  

情報学	
情報工学	

OCW用	
情報教育用	

遠隔教育用	

共通化	 規模拡大	

統合，一部はリモートデスクトップ利用	
多くをリモートデスクトップ利用	

京大OCW	

デジタル	  
コンテンツ	  

思修館 e-‐PorUolio	  -‐>	  水平展開	
高等教育研究開発推進センター MOST	  -‐>	  水平展開	

連携強化	

	  e-‐PorUolio	  
先導的導入と展開	

遠隔講義教室　双方向性、対話性の向上	

アクティブ学習型教室	
教室の高度化	

教育へのＩＣＴ利用	  
コミュニティの形成	



KULASIS-‐CMS	  の役割分担	

授業期間（15週）	 成績入力（教員）	  
成績確認（学生）	

シラバス作成（教員）	  
履修許可（教員）	  
履修登録（学生）	

“教務情報	  
システム”	  
（情報部）	

“教務情報	  
システム”	  
（情報部）	

“KULASIS”	  
（学務部）	

“KULASIS”	  
（学務部）	

コース管理システム	  
（情報環境機構）	  

	  
“学習支援システム WebCT	  CE8”から	  

“学習支援システム	  Sakai	  CLE	  2.9”へ移行予定	  

	  
“KULASIS”	  

	  
※授業	  
サポート	  

機能	  
	  

教育的支援	  
・教授方法に	  

踏み込んだ支援	  
・部局/学科/科目

に依存	

業務的支援	  
・一般的な教育学
習活動に係わる

業務支援	  
・部局/学科/科目

に非依存	

データ
連携	

データ
連携	

科目間連携	

双方向対話型学習支援システム	  
（高等教育研究開発推進機構・情報環境機構・

学術情報メディアセンター）	

科目間連携	

2012.07.17	



重複解消対象機能	



Sakai	  ダッシュボードツール	



Sakai	  リソースツール	



Sakai	  課題ツール	



Sakai	  メールツール	



PandA:	  People	  and	  Academe	  	  	

•  学生から公募	  
– 4	  件を審査	  
– 教員・学生・システムの三位一体	  
– 奥村客員教授による指導	



Lab	

SIS	  
Syllabus	  

Seminar	  
room	

Lecture	  
notes	

Assignment	
Grades	

Computer	  Lab	

App	  
So[ware	

Digital	  
Library	  

Online	  
Community	成績情報	

学習履歴	

学習履歴	

成績情報	

履修情報	

Textbook	

E-‐PorUolio	  
学習履歴	

Library	

WebCT	  

Online	  
Lecture	  notes	

統合された	  
ラーニングスペース	

教員	学生	

気づき	

参加	 ラーニングアナリティクス	

気づき	

参加	

サイバー世界での	  
教育メディア	

物理世界での	  
教育メディア	

可観測化	 Ac9ve	  
Learning	  Theater	   Faculty	  Profile	  

OCW	  

Sakai	  

統合化	

参加型サイバーフィジカルラーニングスペース	  
「学びの空間」が物理世界から仮想世界へと拡大する中で，「学び」を可観測にし，統
合化し，学ぶ人が相互に気づきを与えることができる新たな情報環境の構築が重要	



eポートフォリオ概要と戦略（私案）	  



大学における	  eポーフォリオ（狭義）	  

大学における入学から卒業までの	  
学習記録・成果の保存・利用・評価	

CMS	   SIS	  

CMS:	  Course	  Management	  System	  
SIS:	  Student	  Informa9on	  System	  

受講者名簿	

最終成績	

履修登録	  
成績確認	学習記録	

e-‐PorUolio	  

課題レポート，試験答案，ノートなど，学習過程で
学生が生成した「学習に関する記録・成果物」	

学習記録	



大学における	  eポーフォリオ（広義）	

From	  “An	  Overview	  of	  E-‐Por/olios”	  hcp://net.educause.edu/ir/library/pdf/ELI3001.pdf	

1.  Plan	  educa9onal	  programs	  
2.  Document	  knowledge,	  skills,	  abili9es,	  and	  learning	  
3.  Track	  development	  within	  a	  program	  
4.  Find	  a	  job	  
5.  Evaluate	  a	  course	  
6.  Monitor	  and	  evaluate	  performance	

Six	  Major	  Func9ons	  of	  e-‐PorUolio	

学生	  
ポートフォリオ	  
Student	  

e-‐PorUolios	

教員	  
ポートフォリオ	  
Teaching	  

e-‐PorUolios	

機関	  
ポートフォリオ	  
Ins9tu9onal	  
e-‐PorUolios	

学習	  
ポートフォリオ	  
Learning	  

e-‐PorUolios	
ﾌｧｶﾙﾃｨﾃﾞﾍﾞﾛﾌﾟﾒﾝﾄ	  
教育キャリア支援	

教育プログラム評価	  
アクレディテーション	

生涯教育	  
キャリア支援	

学びの省察	  
他者への提示・共有	



期待できる効果	

留学先	

卒業生	

受入予定	  
指導教員	

留学先の受入予定指導教員に提示
可能にすることでより的確な判定や

入学後の指導を可能にする	

国際的な学生の	  
モビリティ向上	

学生者に対する	  
生涯ワイドな学習指導	

学習者	  
(20歳代)	学習者	  

(40歳代)	

リカレント教育での	  
テーラーメイド教育	

リメディアル教育の	  
テーラーメイド化	

入学・進学前の学習履歴に	  
応じた適切な補習教育を提供	

受講前の	  
学習効果アセスメント	

受講前に教育効果や学習効果を	  
見積もることで適切な教育学習支援	

学生のキャリアパス
設計支援	

卒業生をロールモデルとして	  
キャリア設計を支援 	

教育プログラムの	  
統計的評価	

多数の学生データを統計的に解析
することにより教育プロセスを評価	



学びの可観測化	

入学	
カリキュラム	 学位	

履修	
シラバス	

単位	
成績	

卒業/修了	

入口管理	 出口管理	

プロセス管理	

適切な「観測基準」と「観測装置」
の設計・実装が重要	



可観測化戦略	

情報面	

教育面	 ルーブリック（学びの基準）	

課題ツール（コース管理システム）	  

eポート	  
フォリオ	

ユースケース	  
（学びの道筋）	

観測	  
装置	

観測	  
基準	

個人ポータル（各自の学びへのアクセス一元化）	
観測	  
装置	

Web版	

コンテキスト	  
リポジトリ	

スマホ版	ICカード	

学び	



京都大学のｅポートフォリオ戦略(私案)	  
パーソナルデベロプメント（人材育成）情報基盤	

教員ロール	

職員ポートフォリオ	

職員ロール 

学生ポートフォリオ	

パーソナル	  
デベロプメント	

自学自習	  
自重自敬	  
自得自発	

教員ポートフォリオ 

学生ロール 

機関ポートフォリオ 
例:	  機関リポジトリ	

例:	  教育研究活動データベース	  

例:	  研修ポータル	  

例:	  FD	  

卒業生ポートフォリオ	



開発・運用	

VM，RDBMS	

パーソナライゼーション基盤	

学習ポーフォリオ基盤	

ポートフォリオデザイン支援	

部局	 部局	 …	

情
報
環
境
機
構	



新大学院「思修館」での実装	  



プロジェクト概要	

•  ミッション	  
– 思修館版学習支援システムを対象としたeポート

フォリオシステムの構築と評価	  
– 運用に向けた課題整理	  
– 可能なものについては既存運用体制へ整理統合	  

•  期間	  
– 2012年11月〜2013年7月	



システム構築・評価項目	

1.  パーソナライゼーション基盤の構築と評価	  
–  ユーザとのインタフェース	  

•  ウェブ版個人学習ポータル	  
•  スマートフォン版個人学習ポータル	  

–  アイデンティティマネジメント	  
•  個人学習情報の紐付け（ID，個人属性情報含む）	  

2.  学習ポートフォリオ基盤の構築と評価	  
–  Sakai	  CLE	  

•  プロジェクトサイト，コースサイト，ポートフォリオサイトの連携	  
–  Sakai	  OAE	  

•  SNS	  機能，プレゼンテーションポートフォリオ機能	  
–  HEC	  Montreal	  ePorUolio	  システム	  

•  eポートフォリデザイン	  
3.  ポートフォリオデザイン支援のあり方評価	  

–  ルーブリック設計： 思修館学びの規準づくり	  
–  マトリクス設計： 何をどう集めるか・見せるのか	  



構築から運用に向けた評価	

情報環境機構： 既存サービス体制	

思修館： 教育学習支援体制	

ギ
ャ

ッ
プ
?	

eポートフォリオ委員会	  
(櫻井教授，惣脇教授，	  

池田教授，山敷准教授)	

教育用コンピュータ	  
運用委員会	

サイバーラーニング	  
スペース運用委員会	

eポートフォリオ	  
構築プロジェクト	

情報環境機構： 既存サービス体制	

思修館： 教育学習支援体制	

eポートフォリオ委員会	  
(櫻井教授，惣脇教授，	  

池田教授，山敷准教授)	

教育用コンピュータ	  
運用委員会	

サイバーラーニング	  
スペース運用委員会	

運用ギャップをどう埋めるか?	

構築時	 運用化時	



利用イメージ（年次進行）	
テーレメイドカリキュラム	

ルーブリック	  
学習成果物	

育成計画	  
カリキュラム	  
をもとに作成	

学習エビデンス入力	

グループ学習	

黒
板	

教科書	
講義室	

電子書籍	

課題	  
レポート	

予習復習	

プロジェクト内のコラボレーション	  
・情報共有を支援	

プロジェクト内のコラボレーション	  
・情報共有を支援	

修了後も自分の
キャリア形成・支援
のためのシステム
として利用可能	



思修館における	  
eポートフォリオの位置づけ	

•  学生ポートフォリオ	  
– 学びの省察，他者への提示・共有	  

•  学習ポートフォリオ	  
– キャリア支援	

•  教員ポートフォリオ	  
– ファカルティデベロプメント	  

京都大学における学びと教えの改善に向けた
リーディングプロジェクト	



思修館版学習支援システム	  
パーソナルデベロプメント情報基盤のプロトタイプ	

プロジェクト	  
サイト	

ポートフォリオ	  
サイト	

グループ学習	

京都大学	  
学習支援システム	  

コース	  
サイト	 黒

板	

教科書	

講義室	

総合学術基盤講義	

電子書籍	

課題	  
レポート	

予習復習	

テーレメイドカリキュラム	

ルーブリック	  
学習成果物	

育成計画	  
カリキュラム	  
をもとに作成	

プロジェクトベースラーニング	  
学位論文研究	  

国内実践教育・海外実践教育	  
国際実践教育（海外武者修行）	

学習エビデンス	  
入力	

活動履歴	

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ	

学習履歴	

学習履歴	

プロジェクト内のコラボレーション	  
・情報共有を支援	



ルーブリックとマトリクス	

ルーブリック	  
思修館ルーブリック（思修館における学びの基準）	

各学生用マトリクス	

学習履歴データベース	

プロジェクト	  
サイト	

ポートフォリオ	  
サイト	

コース	  
サイト	

学生による省察，教員・メンターによる指導	

	  エビデンス収集		  エビデンス編纂・提示	

プレゼンテーション	  
ドキュメント	

	  フォームを通じた	  
エビデンス入力（学生）	

	  	  課題を通じた	  
エビデンス取得（教員・学生）	

何をどう集めるか?	何をどう見せるか?	

ポートフォリオデザイン	

＝博士力＋グローバルリーダーシップ力	



15	  VALUE	  (Valid	  Assessment	  of	  Learning	  in	  
Undergraduate	  Educa9on)	  Rubric	  

Associa9on	  of	  American	  Colleges	  and	  Universi9es	

•  Intellectual	  and	  Prac9cal	  Skills	  
–  Inquiry	  and	  analysis	  
–  Cri9cal	  thinking	  
–  Crea9ve	  thinking	  
–  WriBen	  communica9on	  
–  Oral	  communica9on	  
–  Reading	  
–  Quan9ta9ve	  literacy	  
–  Informa9on	  literacy	  
–  Teamwork	  
–  Problem	  solving	  

•  Personal	  and	  Social	  Responsibility	  
–  Civic	  knowledge	  and	  engagement—local	  and	  global	  
–  Intercultural	  knowledge	  and	  competence	  
–  Ethical	  reasoning	  
–  Founda9ons	  and	  skills	  for	  lifelong	  learning	  

•  Integra9ve	  and	  Applied	  Learning	  
–  Integra9ve	  and	  applied	  learning	



CRITICAL THINKING VALUE RUBRIC 
for more information, please contact value@aacu.org 

 
 

Definition 
 Critical thinking is a habit of  mind characterized by the comprehensive exploration of  issues, ideas, artifacts, and events before accepting or formulating an opinion or conclusion. 
 

Evaluators are encouraged to assign a zero to any work sample or collection of  work that does not meet benchmark (cell one) level performance. 
 

 Capstone 

4 

Milestones 

3    2 

Benchmark 

1 

Explanation of  issues Issue/problem to be considered critically is 
stated clearly and described 
comprehensively, delivering all relevant 
information necessary for full 
understanding. 

Issue/problem to be considered critically is 
stated, described, and clarified so that 
understanding is not seriously impeded by 
omissions. 

Issue/problem to be considered critically is 
stated but description leaves some terms 
undefined, ambiguities unexplored, 
boundaries undetermined, and/or 
backgrounds unknown. 

Issue/problem to be considered critically is 
stated without clarification or description. 

Evidence 
Selecting and using information to investigate a 
point of  view or conclusion 

Information is taken from source(s) with 
enough interpretation/evaluation to develop 
a comprehensive analysis or synthesis.   
Viewpoints of  experts are questioned 
thoroughly. 

Information is taken from source(s) with 
enough interpretation/evaluation to develop 
a coherent analysis or synthesis. 
Viewpoints of  experts are subject to 
questioning. 

Information is taken from source(s) with 
some interpretation/evaluation, but not 
enough to develop a coherent analysis or 
synthesis. 
Viewpoints of  experts are taken as mostly 
fact, with little questioning. 

Information is taken from source(s) without 
any interpretation/evaluation. 
Viewpoints of  experts are taken as fact, 
without question. 

Influence of  context and assumptions Thoroughly (systematically and 
methodically) analyzes own and others' 
assumptions and carefully evaluates the 
relevance of  contexts when presenting a 
position. 

Identifies own and others' assumptions and 
several relevant contexts when presenting a 
position. 

Questions some assumptions.  Identifies 
several relevant contexts when presenting a 
position. May be more aware of  others' 
assumptions than one's own (or vice versa). 

Shows an emerging awareness of  present 
assumptions (sometimes labels assertions as 
assumptions). 
Begins to identify some contexts when 
presenting a position. 

Student's position (perspective, 
thesis/hypothesis) 

Specific position (perspective, 
thesis/hypothesis) is imaginative, taking into 
account the complexities of  an issue. 
Limits of  position (perspective, 
thesis/hypothesis) are acknowledged. 
Others' points of  view are synthesized 
within position (perspective, 
thesis/hypothesis). 

Specific position (perspective, 
thesis/hypothesis) takes into account the 
complexities of  an issue. 
Others' points of  view are acknowledged 
within position (perspective, 
thesis/hypothesis). 

Specific position (perspective, 
thesis/hypothesis) acknowledges different 
sides of  an issue. 

Specific position (perspective, 
thesis/hypothesis) is stated, but is simplistic 
and obvious. 

Conclusions and related outcomes 
(implications and consequences) 

Conclusions and related outcomes 
(consequences and implications) are logical 
and reflect student’s informed evaluation 
and ability to place evidence and 
perspectives discussed in priority order. 

Conclusion is logically tied to a range of  
information, including opposing viewpoints; 
related outcomes (consequences and 
implications) are identified clearly. 

Conclusion is logically tied to information 
(because information is chosen to fit the 
desired conclusion); some related outcomes 
(consequences and implications) are 
identified clearly. 

Conclusion is inconsistently tied to some of  
the information discussed; related outcomes 
(consequences and implications) are 
oversimplified. 

 



全体の流れ	

•  デザインフェーズ	  (10月〜1月15日)	  
–  支援業者選定	  
–  思修館ルーブリック，ユースケース設計	  
–  システム実装計画立案	  

•  案1:	  HEC	  Montreal	  ePorUolio	  System	  
•  案2:	  Sakai	  Open	  Source	  PorUolio	  (OSP)	  

•  実装フェーズ（1月16日〜3月末）	  
–  支援業者選定（思修館分）	  

•  ePorUolio	  システム実装	  
•  Sakai	  OAE	  実装（前倒し検討中）	  
•  システム間連携実装	  

–  個人学習ポータル実装（情報環境機構分）	  
•  前倒し検討中	  



思修館版学習支援システム実装（案1）	

HEC	  
Montreal	  
ePorUolio	  

連携統合:	  情報環境機構	

現在パイロット運用中	

連携	

ポートフォリオシステム設計	

OAE構築	

連携	

Web版	スマホ版	

個人学習	  
ポータル	

KULASIS	
連携	  

（構築中）	

Basic	  LTI	  
連携(既存)	  

Basic	  LTI	  
連携(既存)	  



思修館版学習支援システム実装（案2）	

OSP	  

連携統合:	  情報環境機構	

現在パイロット運用中	

連携	

OAE構築	

Web版	スマホ版	

個人学習	  
ポータル	

KULASIS	
連携	  

（構築中）	

Basic	  LTI	  
連携(既存)	  

Basic	  LTI	  
連携(既存)	  



これまでのアクティビティ	

•  10月26日キックオフ遠隔ミーティング	  
– Three	  Canoes	  LLC	  社担当者	  

•  Sean	  Keesler	  
•  Janice	  A.	  Smith,	  Ph.D	  

– eポートフォリオ委員会	  
– 情報環境機構ePorUolio構築プロジェクト	  

•  11月8日	  Future	  of	  ePorUolio	  in	  Sakai	  会合	  
•  11月12日	  HEC	  Montreal	  訪問	  
•  毎週水曜日午前定例ミーティング	



Shishukan	  Use	  Cases	  to	  Develop	

Use	  Case	  1:	  Kyoto	  University	  Faculty	  and	  Administrator	  Goals	  
Use	  Case	  2:	  Years	  1-‐2:	  Use	  of	  PorUolio	  for	  Ph.D.	  Research	  
Ac9vi9es	  
Use	  Case	  3:	  Year	  3:	  Use	  of	  PorUolio	  for	  Interdisciplinary	  Study	  
Use	  Case	  4:	  Year	  4:	  Use	  of	  PorUolio	  for	  Global	  Leadership	  
Service	  Learning	  
Use	  Case	  5:	  Year	  5:	  Use	  of	  PorUolio	  for	  Project-‐Based	  Learning	  
Use	  Case	  6:	  Year	  5:	  Use	  of	  PorUolio	  for	  Final	  Disserta9on	  
Use	  Case	  7:	  Repor9ng	  on	  Shishukan	  Program	  Based	  on	  Values	  
and	  Learning	  Outcomes	  Rubrics	



将来構想	  


